
 

               

 

 

 

 

小規模特認校制度導入後初 

加太中学校の生徒達が加太海岸の清掃活動に参加します 
 

和歌山市では、児童・生徒数が減少している地域の学校を維持するため、自然豊かな環境に

恵まれ、小規模の良さを活かして特色ある教育活動を行っている加太小学校・加太中学校にお

いて小規模特認校制度を導入しています。 

制度導入後初の転入学生を迎えた今年度は、小学生１人、中学生１６人の児童や生徒が入学・

転学しています。 

今回、豊かな自然を守るため加太中学校の生徒達が加太の漁業協同組合や観光協会の支援を

受け毎年行っている清掃活動を、新しく迎えた仲間と一緒に行います。 

 

【清掃活動】 

 １ 日 時  令和４年５月２７日（金）１４：００～１５：００（集合１３：５０） 

         （※）雨天中止 
 

 ２ 場 所  加太海岸 北の浜 （加太海水浴場） 
 

３ 参加者  加太中学校、和歌山北警察署、和歌山県水上安全協会、 

（予定）  少年補導委員、加太中学校育友会  
 

 ４ その他  清掃イベント時、和歌山北警察署ほか関係団体による水の事故防止に関する 

啓発が行われます。 
 

＜清掃活動風景（２０２１）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参  考】 

◆ 小規模特認校制度を利用して転学・入学した児童・生徒数 

    加太小学校  １人（６年生） 

    加太中学校 １６人（１年生８人、２年生６人、３年生２人）                            

◆ 令和４年度の加太小・中学校の児童・生徒数 

    加太小学校 ４７人 

    加太中学校 ４０人 

担 当 課 教育政策課 
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